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られなくて参加者に連絡不十分となったことをおわびいたします｡ (文責 井口和基 )
線型応答理論再考














揺動散逸定理を導出｡ブラウン運動をする粒子を考える時, random forceR と,粒子が受
ける抵抗が満足すべき関係式である. §4ではこのLangevin方程式が森のprojectionPを
導入する事により,ミクロな運動方程式から導ける事を示した｡そして random forceR の
相関が trueforceFの相関から求められる事を示した｡(FはiLによって "自然〝な時間




互の関係が明らかにされた｡ (文責 岡田耕三 )
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